






















要約:急増する若年発症神経性食欲不振症の治療法の確立をめざし、小児科病棟で実施可

能な包括的治療プログラムにおいて、成長曲線を積極的に適用することを提案した。小児

科病棟で治療した 18 例の治療過程を成長曲線上で検討した。入院開始時点から施行され

る身体的治療と心理・家族治療が、調和的に統合されている時に、患者は一連の治療課題

を順にクリアし、成長曲線において、減少した体重の回復だけでなく健康なその子本来の

体重身長の軌道に回復した。その一方、退院後の心理治療、家族治療、学校集団適応には

時間がかかり個人差が認められ、ストレスによる悪化も認められた。


